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筆者らは，授業の事前にバズセッションをオンラインで短時間だけ行う「プレ・バズセッション」を提

案している．この手法は，教科書を読んだり講義を聴講したりする予習や反転学習とは異なり，あらか

じめ授業テーマに関する思考を行っておくことで授業の準備状態を高めることをねらいとする．本稿で

は，Moodleを使ったプレ・バズセッションを授業で実践し，そこで得られたデータを分析した．その結

果，プレ・バズセッションは，まず動画視聴により生活的概念を想起できること，また，学習者同士の

コメントのやりとりの中でさらに生活的概念の想起が促進されること，さらに，思考の発散に留まらず

に思考の深化まで実現できる可能性があるということが分かった． 
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1. はじめに 

授業の事前学習としてのいわゆる予習や反転学習は，

学習成果をあげる一方で，いくつかの問題点を挙げる

ことができる．例えば，予習や反転学習は，一般的に

は独学となるケースが多く，得られる知的刺激は教科

書や参考書，Webページ，講義ビデオ等の教材に限ら

れる．また，独学は，他の学習者がいない孤独な学習

となるため，社会的存在感が欠如しがちである． 

さらに，予習や反転学習の主な目的は知識の獲得で

あり，それが学習者にとっては心理的な負担（実際に

は時間があっても知識獲得のために割きたくない）や

時間的な負担（アルバイト等で知識獲得のためのまと

まった時間が確保できない）になることが考えられる．

その結果として，事前学習が課されたものの，学習者

は事前学習をせず，近年の学生は事前に学習を行う時

間が少ないという報告(1),(2)に繋がると推測される． 

筆者らは，これらの問題を解決するために，プレ・

バズセッション（Pre-Buzz-Session ; Buzz Session on 

Pre-Learning）という事前学習を提案している(3)-(5)．

これは，授業の事前に授業のテーマに関する短時間の

動画を視聴しながら，学習者同士でバズセッションを

行うものである．バズセッションであるため，孤独な

学習から解放されて社会的存在感を得ることが可能で

あり，短時間（5〜10 分程度）の動画視聴は時間的負

担も少ない．また，知識を獲得することが目的ではな

く，授業テーマに関連した概念の想起を目的としてい

るため，心理的負担の軽減にも繋がると考えている． 

本研究では，提案したプレ・バズセッションの学習

効果を科学的に検証するため，プレ・バズセッション

の学習プロセスと，そのプロセスに沿って学習した際

に構築／再形成される学習者の概念についてモデル化

した．また，そのモデルに基づいて，実際の授業でプ
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レ・バズセッションを実践し，各種の学習データを採

取した．本研究ではまず，バズセッションの記録であ

る言語データに注目し，質的データを質的に分析する

手法の SCATにより学習効果の分析を試みた．本報告

では，プレ・バズセッションの学習モデルと実践，お

よび，言語データの分析結果について報告する． 

2. プレ・バズセッションとそのオンライン
化 

2.1 プレ・バズセッションの概要 

筆者らが提案するプレ・バズセッションは，「授業の

準備状態を高める」ことを目的として実施する事前学

習である(3)-(5)．事前学習であるため，学習のタイミン

グとしては予習や反転学習と同じであるが，プレ・バ

ズセッションは，教科書や講義動画からの知識の獲得，

問題への解答，Webによる調査活動といった学習を目

的としない．プレ・バズセッションでは，次回の授業

テーマについての学習者同士の意見交換により，過去

の経験や学校で習ったことを思い出したり，他の学習

者の意見からの知的刺激を受けたりすることで，授業

に対する事前の準備状態を高めることをねらう． 

ここでいう授業の準備状態とは，以下の 3要素を意
味する． 

• 次回の授業テーマに関連するスキーマの活性化 

• 知的好奇心の促進 

• 対人関係の構築 

プレ・バズセッションでは，次回の授業テーマに関

連する生活的概念や科学的概念(6)(7)（生活的概念と未

だ結びついていないものを含む）を想起・注意・喚起

することにより，1 つ目の要素である「スキーマの活

性化」をねらう．次回の授業テーマに関連したスキー

マの活性化が実現できれば，スキーマと新しく授業で

学ぶ科学的概念との相互作用が起こり，知識の効果的

な獲得や応用といった，より質の高い学習効果が期待

できる． 

この学習効果は，先行オーガナイザー(8)(9)の理論で

も説明できるが，プレ・バズセッションの特徴は，授

業の事前のタイミングかつ学習者同士の意見交換の中

で構成しようというところにある． 

なお，残る 2 つの要素である「知的好奇心の促進」

と「対人関係の構築」は，本報告の内容に関連しない

ため，紙面の制限の都合により割愛する（先行研究(3)-

(5)を参照されたい）． 

2.2 プレ・バズセッションのオンライン化 

プレ・バズセッションは，前述の通り事前学習であ

る．この「事前（プレ；previous）」は，二通りの場面

を想定することができる．授業が終了してから次の授

業が開始するまでの時間を利用した学習場面と，授業

が開始した直後（授業内容に入るまで）の時間を利用

した学習場面である． 

プレ・バズセッションでは，両者ともソーシャルメ

ディアのようにオンライン環境下でのテキストベース

による意見交換が望ましい．その理由は，前者の場合

は対面での実現が難しい点にある．すなわち，対面に

よる実施では，学習者は授業時間とは別に教室等の物

理的な空間に集まる必要があるため，学習者の負担を

増やすことに繋がる．後者の場合は，コミュニケーシ

ョンの円滑化が難しくなる可能性である．すなわち，

対面で実施すると，意見交換時の口頭による発言に抵

抗を感じる学習者にとっては，発言する機会がほとん

どなく，プレ・バズセッションの学習効果があまり期

待できない可能性がある．そのような学習者にとって

は，口頭による発言よりもソーシャルメディアのよう

にテキストの送受信による意見交換の方が気軽にでき

る．これは，意見交換の活発化による学習効果が期待

されるだけでなく，意見を投稿する際に学習者の思考

や知識を外化することによる学習効果も同時に期待で

きる． 

このような理由から，プレ・バズセッションは，オ

ンライン上で非同期にテキストで意見交換ができる環

境下での実施を想定している．筆者らは，プレ・バズ

セッションに適した環境を実現するシステムを開発中

である．その詳細は先行研究(3)-(5)に譲るが，オンライ

ン化したプレ・バズセッションでは，学習者同士が，

次回の授業テーマに関連した短時間の動画（5〜10 分

程度）を視聴しながら，過去の経験や学校で習ったこ

とで思い出したこと，動画の内容やコメントを見て感
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じたこと等についてのコメントを送受信することで，

授業に対する事前の準備状態を高めることをねらう． 

3. プレ・バズセッションの学習モデル 

認知心理学をベースにしたプレ・バズセッションの

学習モデルを図 1に示す．プレ・バズセッションで想
定する学習効果は，プレ・バズセッションの実施中だ

けではなく，その後の授業中や授業終了以降にも影響

を及ぼすと考えているため，それぞれの学習場面にお

ける学習プロセス，および，各プロセスにおいて想起

／構築／再構築／形成／再形成される学習者の概念を

表現している． 

3.1 学習場面 1：プレ・バズセッション実施中 

プレ・バズセッションの実施中において，学習者は，

5〜10 分程度の授業テーマに関連したビデオを視聴し

つつ，他の学習者が投稿したコメントも閲覧する．そ

のため，そのビデオの内容と他の学習者のコメントの

両方が，短期記憶（Short Term Memory; STM）に入

力される．その中で，学習者が注目した一部の情報（図

1 の①，以下，図 1 は省略）が作業記憶（Working 

Memory; WM）に移る（②）．作業記憶にある注目した

情報が刺激となって（③），過去の経験に基づいた生活

的概念や学校等で学んだ既存の科学的概念，擬概念等

が長期記憶（Long Term Memory; LTM）が想起され

（④），WMに呼び出される（⑤）．②と⑤が相互作用

することで（⑥），⑤の生活的概念が再構築される（⑦）． 

この学習場面で重要なことは，LTMから授業のテー

マに関連した生活的概念を呼び出せるかどうかである．

これを呼び出すことが，授業の準備状態を高めるきっ

かけになる．さらに，②と⑤の相互作用が発生し，⑦

に示す概念の再構築ができれば，授業の準備状態はさ

らに高まることが推測される． 

3.2 学習場面 2：授業中 

授業では，教員から様々な科学的概念が提示されて

STMに入力されるが，その中から学習者が注目した情
報が抽出され（⑧），WMに移る（⑨）．WM内に移っ

た注目した科学的概念は，学習者の頭の中で様々な情

報処理が行われるが，その中で LTM にある過去の経

験に基づいた生活的概念や学校等で学んだ既存の科学

的概念，擬概念等が想起される（⑩）．想起された⑩に

よりWMに呼び出された概念（⑪）と⑨とが相互作用

を起こすが，その際に，プレ・バズセッションで再構

築された⑦との相互作用（⑫）も起きることが期待さ

れる．そのことにより形成／再構築された科学的概念

（⑬）は，プレ・バズセッションを実践しない場合よ

りも多様な相互作用が行われるため，質の高い学習効

果が期待できる．⑬で構築された概念は，新たに得た

科学的概念としてLTMに送られ（⑭），記憶される（⑮）． 

 
図 1 プレ・バズセッションの学習モデル 
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3.3 学習場面 3：授業終了以降 

授業が終了したあとは，学習者は別の授業を受けた

り，課題や独自の学習で文献やWebページを検索した

りする．その際に得た科学的概念や調べた情報等が，

STMに入力される．入力された科学的概念や情報の中

で，学習者が注目した情報が抽出され（⑯），WMに移

る（⑰）．WM 内に移った注目した科学的概念や情報

は，学習者の頭の中で様々な情報処理が行われるが，

その中で LTM にある過去の経験に基づいた生活的概

念や学校等で学んだ既存の科学的概念，擬概念等が想

起される（⑱）．想起された⑱により WM に呼び出さ

れた概念（⑲）と⑰とが相互作用を起こすが，その際

に，授業で形成／再構築された⑬との相互作用（⑳）

も起きることが期待される．そのことにより再形成／

再々構築された科学的概念（㉑）は，プレ・バズセッ

ションにより質の高い形成／再構築が行われた科学的

概念との相互作用が行われるため，より質の高い学習

効果が期待できる．㉑で構築された概念は新たに得た

科学的概念としてLTMに送られ（㉒），記憶される（㉓）． 

4. 授業での実践 

プレ・バズセッションを実際の授業で実践した．本

章では，その概要を説明する． 

4.1 実践した授業の概要 

K 大学で 2022 年度 2 学期に開講された教職課程必
須科目である「教育と ICT活用」において，プレ・バ

ズセッションを実践した．受講者数は，48名であった． 

なお，各種の学習データの収集と分析，研究発表に

ついては，全受講生からあらかじめ承諾を得ている． 

4.2 プレ・バズセッションの実施概要 

全 15回の授業の内，6回の授業でプレ・バズセッシ

ョンを実施した．その概要を表 1に示す． 

プレ・バズセッションで受講生に視聴させた動画は，

授業テーマに関連した内容で構成した．そのため，動

画を視聴することで想起／再構築された授業テーマに

関連した生活的概念（⑤および⑦）と，授業で提示さ

れた科学的概念（⑧および⑨）とが相互作用する（⑫）

ことにより，より高い学習効果が得られる（⑬）こと

が期待される． 

プレ・バズセッションを実施するにあたり，受講生

同士のコメントを送受信できる環境を用意する必要が

ある．今回は，その環境として Moodle のフォーラム

を使用した．すなわち，受講生は，動画を視聴しなが

ら，感じたことや思い出したこと，疑問に思ったこと

などをコメントとして Moodle のフォーラムに送信す

る．送信されたコメントは受講生同士で共有され，各

コメントに対して返信することも可能である．Moodle

表 1 プレ・バズセッションの実施概要 

授業回 

授業日 
授業テーマ 動画内容 動画の長さ 動画投影方法 タイミング 

コメント 

共有範囲 

第 2 回 
2022/10/11 

教育の情報化の 
重要性と課題 

情報活用能力の育成/ 
ICT を活用した授業の風

景/校務の情報化 

4 分 05 秒 
プロジェクタ/ 
スクリーン 

授業中（教室） 
クラス 
全体 

第 3 回 

2022/10/18 

指導方法の類型と 

ICT 活用の特性/強み 

ICT を活用した授業の風

景 
6 分 31 秒 

パソコン教室 

中間モニター 
授業中（教室） 

クラス 

全体 

第 4 回 

2022/10/25 

一斉学習における 

ICT 活用 
一斉学習の風景 4 分 55 秒 

パソコン教室 

中間モニター 
授業中（教室） グループ 

第 6 回 

2022/11/8 

個別学習における 

ICT 活用 
個別学習の風景 4 分 02 秒 

各自の PC/ 

スマホ 

授業終了以降の 

任意のタイミング 
（教室外） 

グループ 

第 8 回 

2022/11/22 

協働学習における 

ICT 活用 
協働学習の風景 4 分 53 秒 

パソコン教室 

中間モニター 
授業中（教室） グループ 

第 10 回 

2022/12/13 

情報活用能力の 

育成とその課題 

情報活用能力育成を 

目指した授業の風景 
5 分 04 秒 

各自の PC/ 

スマホ 

授業終了以降の 
任意のタイミング 

（教室外） 

グループ 

 

 
図 2 Moodle フォーラムによるコメント共有 
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のフォーラムを使ってコメントを共有している画面の

一部を抜粋して図 2に示す． 

5. 問い 

本研究では，まずプレバズセッションの初期のプロ

セスにおける効果の有無に注目し，以下の 2つの問い
を設定した．これらの問いは，図 1の①〜⑤に当たる． 

i. プレ・バズセッションの実践により，受講生の生

活的概念は想起されるだろうか． 

ii. 想起されるとすれば，どのような刺激に対して

どのような生活的概念が想起されるだろうか． 

生活的概念とは，人が生活のなかで自然と獲得して

いく概念である．ただし，対象についての概念は持っ

ていて自然発生的に操作はできても，その概念そのも

のがどのようなものなのかという意味を自覚していな

いような概念を指す．ヴィゴツキーは，生活的概念は

体系の外にある概念（体系化できていない概念）であ

り，対象のあいだに経験的に設定される結合のみが，

概念の中に存在し得るにすぎないと説明している(6)(7)． 

本研究で取り扱う生活的概念は，受講生が過去の授

業で経験したなかで自然と獲得した概念と定義する．

プレ・バズセッションで送信したコメントの内容が，

体系化されていないと判断できるものを（例え受講生

がその内容に対する科学的概念を所持していたとして

も想起したものが科学的概念ではないという意味にお

いて）生活的概念として扱う． 

6. 分析と考察 

本章では，第 4章で説明したプレ・バズセッション

の実践で得られたデータの分析について報告する． 

6.1 分析対象 

本研究では，表 1の第 4回で実施されたプレ・バズ
セッションのうち，ひとつのグループに絞って分析を

行った．グループメンバー数は 4人であるが，分析対

象としたグループメンバーのうち 1 人は欠席のため，

3人による意見交換を分析の対象とした． 

6.2 分析手法 

問いに対するアプローチとして，第 4章で説明した

動画の内容に対して受講生が共有した Moodle フォー

ラム上のコメントを分析した．その分析手法として，

本研究では大谷(10)が提案する SCAT（Steps for Coding 

and Theorization）を使用した． 

SCAT とは，観察および面接によって採取した言語

記録から潜在的な意味を見いだし，新たな概念を案出

するための道筋を示した分析方法である．分析では，

作成されたマトリックスに，（1）言語データから注目

すべき語句を選び出し，（2）それを名詞句に言い換え

を行い，（3）その概念を説明するようなデータ外の概

念（潜在的な意味）を記入し，（4）前後や全体の文脈

を考慮しながらコードを考えて付していく．このよう

な分析手順により，個別的・具体的データは，脱文脈

化され，構成概念としてまとめられる．この構成概念

を紡ぎ合わせて，テーマを見いだし，ストーリーライ

ンとしてまとめ（再文脈化），さらに，このストーリー

ラインの中から中核となる概念やパターン等を抽出す

る理論記述を行う．なお，本研究では，分析過程をよ

り明示的にするために，（3）では①の階層構造と②の

因果関係の 2段階で，（4）では「小ストーリーライン」

と「その【タイトル】」の 2段階で検討した． 

6.3 分析結果とその考察 

SCATを用いて作成した分析表，ストーリーライン，

および，理論記述を表 2に示す．分析対象としたグル
ープのコメント送信数は 20 件であった（表 2 の番号

1は授業担当者からの課題提示）． 

6.3.1 問い iに対する分析と考察 

表 2 の<3>にある①は，受講者が送信したコメント

を階層構造（カテゴリ，特性，次元）で概念化した結

果である．概念化したカテゴリと特性から，問い i に

ついて分析および考察を試みる． 

カテゴリの種類と頻度を見ると，想起：15件，連想：
2 件，要望：2 件，指摘：2 件，意見：1 件，疑問：1

件，気づき 1 件，再認：1 件であった．コメントの多

くが，過去に受けた授業の内容や板書等を思い出す「想

起」であることがわかった．「想起」の特性を確認する
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と，番号 7の「上レ点」や番号 11の「過去の『けり』」

は科学的概念（擬概念含む）の可能性はあるものの，

多くは授業で経験した体系化されていない生活的概念

であった． 

番号 20 で 2 件確認された「連想」の特性を確認す

ると，「先生の声」と「先生による授業」であり，これ

らは授業で経験した体系化されていない生活的概念の

想起を基にして連想しているものと考えられる．番号

5で確認された「意見」や番号 9の「気づき」，番号 14

の「再認」の特性は，それぞれ「発声」や「黒板使用

率」，「助詞・助動詞」であり，これらもやはり生活的

概念の想起を基にしたコメントといえる． 

これらのことから，プレ・バズセッションの実践に

よって，生活的概念の想起は実現可能であると結論づ

けることができる． 

一方で，番号 8の「疑問」や番号 15の「要望」，番
号 16と 21の「指摘」の特性は，それぞれ「スクリー

ンの投影文字」，「視点誘導」，「注目（喚起）」，「スライ

ド投影」であった．これらは，生活的概念というより

は，授業でのスライド投影や視点誘導に対する不満や

改善点を述べたものであり，動画を視聴して感じたこ

とを送信したコメントといえる． 

6.3.2 問い iiに対する分析と考察 

前項にて，プレ・バズセッションの実践によって多

くの生活的概念が想起されたことを確認できた．表 2

の<4>の浮上するテーマから記述した<6>ストーリー

ラインは，番号 1の担当教員からの設問に対して受講

生がどのように回答したかという観点からストーリー

ライン化した．また，そのストーリーラインから<7>理

論記述も行った．問い iiでは，このストーリーライン

と理論記述からの分析および考察を試みる． 

表 2 の<6>を見ると，6 種類のストーリーラインが
確認できた．6種類のストーリーラインのうち，2種類

は動画から刺激を受けたコメントであった．これは，

理論記述にもあるように，パターン 1「動画への反応

／思考」として分類できる． 

このパターンのカテゴリの内訳は，「想起，再認」「意

見，気づき」であり，前項で示した通り，全てが生活

的概念の想起によるものである．すなわち，今回の研

究対象に限っては，動画を刺激として，過去に授業を

受けたときの経験やそのときの気持ち（想起，再認），

指導方法の重要性や提示用教材の変化（意見，気づき）

といった生活的概念が想起されたことが確認できた． 

一方で，残り 4種類は，動画から刺激を受けたコメ

ントがさらに刺激となり，別のコメントが送信された

ケースである．すなわち，受講生同士のコメントのや

りとりが確認された．これは，理論記述にもあるよう

に，パターン 2「動画と他者コメントへの反応／思考」

として分類できる．これは，動画に対する単なる反応

／思考であるパターン 1よりも，少し高度な反応／思

考であるといえる． 

このパターンのカテゴリの内訳は，「想起→当時の想

起，共感」「想起→連想」「疑問／要望→想起」「指摘→

同意」であった．「想起→当時の想起，共感」と「想起

→連想」は，前項の分析を参照すると，生活的概念同

士でのやりとりとなる．すなわち，プレ・バズセッシ

ョンは，生活的概念の反応／思考から，さらに別の生

活的概念の反応／思考を促進できることが示された． 

特に，「想起→連想」は注目に値する．番号 20を確

認すると，動画やコメントの内容に対する反応／思考

だけに留まらず，そこから連想して動画やコメントに

はない反応／思考が行われている．プレ・バズセッシ

ョンでは，授業テーマに対して発散／深化／収束とい

う 3つの思考活動を通して授業の準備状態を高めるこ

とをねらっており(1),(3)，これは「思考の発散」に留まら

ずにさらに先の「思考の深化」にまで思考活動が行わ

れた可能性がある．これは，本研究の問いの範囲とし

て設定したプレ・バズセッションの学習モデルの図 1

①〜⑤の先にある⑥相互作用が確認できた可能性を示

している． 

「疑問／要望→想起」は，前項の分析を参照すると，

生活的概念ではない思考／反応から，生活的概念の思

考／反応が起きた事例である．プレ・バズセッション

では，このようにコメントのやりとりの中で生活的概

念が想起されるケースもあることが確認できた． 

最後の「指摘→同意」は，前節の分析を参照すると，

生活的概念ではない思考／反応であった． 
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7. まとめ 

本研究では，筆者らが提案したプレ・バズセッショ

ンの学習モデルを作成し，その学習モデルの①〜⑤に

対する検証を行った．検証を行うために，「問い i：プ

レ・バズセッションの実践により，受講生の生活的概

念は想起されるだろうか」と「問い ii：想起されると

すれば，どのような刺激に対してどのような生活的概

念が想起されるだろうか」という 2 つの問いを立て，

実際の授業でプレ・バズセッションを実践することで

これらの問いについて検証した．その結果，以下のこ

とが分かった． 

• 問い iについては，プレ・バズセッションの実践

によって，生活的概念の想起は実現可能である． 

• 問い ii については，動画から刺激を受けて「想

起，再認」「意見，気づき」という生活的概念が

想起されたパターン 1 と，動画から刺激を受け

たコメントがさらに刺激となり，別のコメントが

送信されたパターン 2が確認された． 

• 問い ii のパターン 2 で生活的概念が想起される
ケースでは，生活的概念の反応／思考からさらに

別の生活的概念の反応／思考が促進される事例

と，生活的概念ではない思考／反応から生活的概

念の思考／反応が起きた事例が確認された． 

これらの結果をまとめると，プレ・バズセッション

は，授業の事前に授業テーマに関連した生活的概念を

想起できる事前学習法であることが分かった． 

重要なことは，体系化されていない生活的概念を，

授業の中でいかに科学的概念に変えていくかである．

生活的概念と科学的概念の相互作用が実現できれば，

学習効果は高度になると推測される．その実現のため

には，まずは事前に生活的概念を想起させる必要があ

り，プレ・バズセッションはその役目を果たす可能性

がある． 

本研究には，課題が多く残っている．今回は，プレ・

バズセッションの実践で採取できた学習データのほん

の一部を分析しただけである．今後は，他の学習デー

タも分析し，プレ・バズセッションの学習効果につい

てさらに検証していく必要がある．また，分析の過程

において，プレ・バズセッションの意見交換やグルー

プメンバーの思考を促進するキーパーソンが存在する

可能性を確認できた．キーパーソンによってプレ・バ

ズセッションの活性化が図れるのであれば，そのキー

パーソンのコメントを分析することにより，プレ・バ

ズセッションの活性化の知見を得ることができるかも

しれない．今後は，キーパーソンの分析も含めていく

予定である． 
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表 2 SCAT による分析の結果 

 

番

号

返信

元と

なる

番号

日時

発

話

者
<0>セグメント化（テキスト） <1>着目する語句の明確化 <2>着目した語句の一般化

<3>データ外の概念による説明

（階層）①カテゴリー特性ー次元

（因果）②状況ー行為ー帰結

<4>浮上するテーマ

小ストーリーラインと

その【タイトル】

<5>疑問・課題

1 ー ー T

ビデオや他者のコメントを見ながら，感じたことや思い出し

たこと，疑問など，何でも気楽に投稿しましょう．

※ 最低でも2回以上（ビデオを見ながら1回以上，他者のコ

メントを見ながら1回以上を想定）は投稿すること．

ビデオや他者のコメントを見ながら、

感じたことや思い出したこと，疑問など，何でも気楽に投稿しましょう、

最低でも2回以上(　)は投稿すること、

ビデオを見ながら1回以上，他者のコメントを見ながら1回以上を想定

動画や他者のコメントに対する投稿依頼、

動画に対して1回と他者のコメントに対して1回の

合計2回の投稿依頼、

①課題ーコメント入力ー動画か他者コメントに対して（各1

回）

②以下の全ての起点の1つ（想定される起点：　課題文、動

画、他者コメント（オンラインディスカッション））となる。

担当教員は、動画の視聴とそれに対するコメ

ントや、他者のコメントに対するコメントを各1

回以上投稿することを指示した。【動画視聴

とコメントの課題提示】

（この部分のコー

ディングはどのグ

ループでも同じ）

2 1 16:28 A01 古文は、苦手です 古文は、苦手 苦手な古文の想起
①想起ー古文ー苦手

②動画のシーンからの反応

3 1 16:28 B01 古文懐かしすぎる～ 古文懐かしすぎる 懐かしい古文の想起
①想起ー古文ー懐かしい

②動画のシーンからの反応

4 1 16:29 C01 全部手書きの時が懐かしい！ 全部手書きの時が懐かしい 懐かしい手書き（板書）の想起
①想起ー手書きー懐かしい

②動画のシーンからの反応

18 4 16:39 A01 本文写すの嫌やった 本文写すの嫌やった
板書から本文を転記することの感情の想起（上記

4番に対する反応）

①想起ーノートへの転記ー嫌だった

②動画のシーンと上記4番のコメントからの反応

5 1 16:30 B01 声に出して言うって大切よねー 声に出して言うって大切

発声が大切という意見

（語学ではという意味か？それとも呼びにくい国名

などでもスラリと言えるようにという意味か？）

①意見ー発声ー大切

②動画のシーンからの反応

B01は、動画の中の発声のシーンから発声が

大切だと意見した。【学習では発声が大切と

いう意見】

6 1 16:30 C01
黒板に生徒たちに書かせてみんなで答え合わせとかやっ

てたなあ
黒板に生徒たちに書かせてみんなで答え合わせとかやってた

クラスで黒板への回答と答え合わせの想起

（ただし、動画にはそのようなシーンはないので、

周辺の記憶が想起されたと思われる、連想？）

①想起ー黒板使用方法ー回答と答え合わせ

②動画のシーンからの反応

19 6 16:40 B01 やってた、やってた！懐かしいなぁ
やってた、やってた、

懐かしい

「クラスで黒板への回答と答え合わせ」と同様の体

験の想起（上記6番に対する反応）

「クラスで黒板への回答と答え合わせ」と同様の体

験での感情の想起（上記6番に対する反応）

①想起ー黒板使用方法ー共感

②動画のシーンと上記6番のコメントからの反応

①想起ー黒板使用方法ー懐かしい

②動画のシーンと上記6番のコメントからの反応

7 1 16:30 A01 上レ点懐かしい 上レ点懐かしい 懐かしい「返り点」の想起
①想起ー「返り点」ー懐かしい

②動画のシーンからの反応（動画内の板書）

A01は、動画の中の板書のシーンから「返り

点」を想起し懐かしんだ。【「返り点」の想起】

8 1 16:32 B01 スクリーンの文字全員見えてるんかな スクリーンの文字全員見えてるんかな スクリーンに投影された文字の視認への疑問
①疑問ースクリーンの投影文字ー見えるかどうか

②動画のシーンからの反応

20 8 16:41 C01
端っこの席とかほんとに見えんし、謎の機械音で先生の声

も聞こえず授業を当てにしないときあった

端っこの席とかほんとに見えんし、謎の機械音で先生の声も聞こえず授

業を当てにしないときあった

「スクリーンに投影された文字の視認」に対する座

席配置による見えにくさの想起（上記8番に対する

反応）、

謎の機械音（プロジェクタの作動音？）による先生

の声の聞き取りにくさの連想、

授業を当てにしなかったことの連想、

①想起ースクリーンの投影文字ー見えにくい（座席位置が原

因）

②動画のシーンと上記8番のコメントからの反応

①連想ー先生の声ー聞こえない（機械音が原因）

②上記8番のコメントからの反応

①連想ー先生による授業ーあてにしない

②上記8番のコメントからの反応

9 1 16:32 C01 黒板使用率が一気に下がった！ 黒板使用率が一気に下がった
黒板使用率が低下したという気づき

（彼らの経験上である時期からという意味か？）

①気づきー黒板使用率ー（過去に比べて）低下した

②動画のシーンからの反応

C01は、動画の中のシーンから、過去に比べ

て黒板使用率が下がってきていることに気づ

いた。【黒板使用率低下の気づき】

黒板使用率がい

つに比べどこで

下がったのか？

10 1 16:33 C01
授業前に早く来て一生懸命黒板作りしている先生とかいた

なあ
授業前に早く来て一生懸命黒板作りしている先生とかいた 先生による授業開始前の黒板準備の想起

①想起ー板書ー授業開始前

②動画のシーンからの反応

C01は、動画の中の板書のシーンから、黒板

準備のために授業開始前に来ていた先生の

ことを想起した。【先生による授業開始前の

黒板準備の想起】

11 1 16:34 A01 過去の「けり」 過去の「けり」
古典文法の「過去の助動詞」の想起

（動画内のものを反復）

①想起ー古典文法ー「過去の助動詞」

　（動画のシーンー板書ー反復）

②動画のシーンからの反応

A01は、動画の中のシーンから、「過去助動

詞」の「けり」を想起した。【「過去助動詞」の

「けり」の想起】

（動画のシー

ンー板書ー反

復）の扱いを今

後検討

12 1
 

16:35
C01 品詞ごとに色を変えて見やすくしてくれてた！ 品詞ごとに色を変えて見やすくしてくれてた

品詞毎の提示の工夫を想起

（ただし、動画にはそのようなシーンはないので、

周辺の記憶が想起されたと思われる、連想？）

①想起ー板書ーチョーク色分け（品詞毎）

②動画のシーンからの反応

13 1 16:37 C01
漢文とかにでてくる漢字を大きく書いてくれたり、書き順とか

習った
漢文とかにでてくる漢字を大きく書いてくれたり、書き順とか習った

大きく漢字を書く板書の工夫を想起、

漢字の書き順の板書の想起

（ただし、動画にはそのようなシーンはないので、

周辺の記憶が想起されたと思われる、連想？）

①想起ー板書ー大きく書く（漢字）

②動画のシーンからの反応

①想起ー板書ー書き順（漢字）

②動画のシーンからの反応

14 1 16:37 A01 助詞・助動詞って聞いただけで嫌な気持ちになる 助詞・助動詞って聞いただけで嫌な気持ちになる 「助詞・助動詞」への気持ちの再認
①再認ー「助詞・助動詞」ー嫌な気持ち

②動画のシーンからの反応

A01は、動画の中のシーンから、「助詞・助動

詞」への嫌な気持ちを再認した。【「助詞・助

動詞」への気持ちの再認】

15 1 16:38 A01
差し棒でしてほしい

コンコンって

差し棒でしてほしい、

コンコンって、

（手や黒板消しではなく）指し棒を使ってほしいと

いう要望、

コンコンという音を鳴らせながら注目させてほしい

という要望、

①要望ー視点誘導ー指し棒で

②動画のシーンからの反応

①要望ー注目（喚起）ー打音で

②動画のシーンからの反応

17 15 16:39 C01 指とか手だとどこ指してる？ってなってた 指とか手だとどこ指してる？ってなってた
指や手で示す先がわかりにくかったことの想起（上

記15番に対する反応）

①想起ー視点誘導ーどこかわからない

②動画のシーンと上記15番のコメントからの反応

16 1 16:38 B01
プロジェクターに映し出すスライドを先生側の方で工夫する

必要がありそう

プロジェクターに映し出すスライドを先生側の方で工夫する必要があり

そう

スライド投影の工夫不足の指摘

（文字の大きさなどか？）

①指摘ースライド投影ー視認への配慮不足

②動画のシーンからの反応

21 16 16:41 A01 それな それな
「スライド投影の工夫不足の指摘」に対する同意

（上記16番に対する反応）

①指摘ースライド投影ー同意

②動画のシーンと上記16番のコメントからの反応

<6>ストーリーライ

ン

（現時点で言えるこ

と）

<7>理論記述

<8>さらに追究すべ

き点・課題

・担当教員は、Moodle上で【動画視聴とコメントの課題提示】を行った。

・それに対してグループ01の受講生たち（A01、B01、C01、※D01は欠席）からは、まず、以下の（1）〜（4）のコメントが書き込まれた。

　（1）「動画→想起、再認」

　　　A01とB01は【古文の授業の想起】した。A01は【「返り点」の想起】した。C01は【先生による授業開始前の黒板準備の想起】した。A01は【「過去助動詞」の「けり」の想起】した。C01は【板書の工夫の想起】した。

　　　A01は【「助詞・助動詞」への気持ちの再認】した。

　（2）「動画→意見、気づき」

　　　B01は【学習では発声が大切という意見】した。C01は【黒板使用率低下の気づき】を書いた。

　（3）「動画→想起→当時の想起、共感」

　　　C01とA01は【手書きによる板書とノート転記の想起】した。C01とB01は【板書による答え合わせの想起と共感】した。

　（4）「動画→想起→連想」

　　　C01はB01のコメントから【先生の声の聴認不可経験と受講態度諦念の連想】した。

　（5）「動画→疑問/要望→想起」

　　　B01とC01は【スクリーン投影時の視認性への疑問と想起】した。A01とC01【視点誘導への要望とわかりにくさの想起】した。

　（6）「動画→指摘→同意」

　　　B01とA01は【スライド投影の配慮不足の指摘と同意】した。

・グループ01において、この課題（動画の視聴とそれに対するコメントの書き込み）は、以下のパターンの確認ができた。

　パターン1「動画への反応/思考」　（動画に対する反応を書き込む行動の確認ができた？）　（（1）「動画→想起、再認」、（2）「動画→意見、気づき」）

　パターン2「動画と他者コメントへの反応/思考」　（コメントのやりとり、つまりバズセッションの確認ができた？）　（（3）「動画→想起→当時の想起、共感」、（4）「動画→想起→連想」　（5）「動画→疑問/要望→想起」、　（6）「動画→指摘→同意」）

・特に、上記での下線の部分（つまり、パターン1の（2）やパターン2の（4）（5）（6））は、単なる反応ではなく、

　意見、気づき、連想、疑問、要望、指摘といった少し高度な思考とみることができ、当該授業の目的（教職生対象の教育方法系科目）としても効果が期待される。

　→特に、パターン2は、コメントのやりとり（バズセッション）による「思考の発散と深化」という2段階の思考を促した可能性？（※ただし、「思考の収束」は確認できなかった）

・さらには、C01（B01も少し可能性）はこのグループにおいて特に促進されており、キーパーソンとなっていた可能性がある？（コメントのやりとりを促進する存在？）

・このグループ01において確認できた2つのパターンは、他のグループでも出現するかどうか？（新たなパターンがあるかもしれないし、パターン1だけのグループもあるかもしれない）

・C01のようなキーパーソンが他のグループでも存在するかどうか？また、そのキーパーソンは、どのようなコメントを書き込むのかも注目する必要があるかもしれない。

（17番のコメント

15番のコメントの

返信だったので

直後に移動して

きた）

C01は、動画の中の板書のシーンから当時黒

板で答え合わせしたことを想起した。それに

伴い、B01は、共感して懐かしんだ。【板書に

よる答え合わせの想起と共感】

B01は、動画の中のシーンから、スクリーンに

投影された文字の視認性に疑問を感じた。

それに伴い、C01は、座席によって見えにく

かったことを想起した。【スクリーン投影時の

視認性への疑問と想起】

さらに、C01は、プロジェクタの機械音で先生

の声が聞こえないことがあり、授業をあてにし

なかったことを連想した。【先生の声の聴認

不可経験と受講態度諦念の連想】

（※聴認：耳で聞いて確認すること（cf．目で

見て確認することの「視認」）。諦念：あきらめ

の気持ち）

A01は、動画の中のシーンから、指し棒と打

音による視点誘導を要望した。それに伴い、

C01は、指や手による視点誘導のわかりにくさ

を想起した。【視点誘導への要望とわかりにく

さの想起】

B01は、動画の中のシーンから、スライド投影

の視認への配慮不足を指摘した。それに伴

い、A01は、「それな」と同意した。【スライド投

影の配慮不足の指摘と同意】

（21番のコメント

16番のコメントの

返信だったので

直後に移動して

きた）

（20番のコメント8

番のコメントの返

信だったので直

後に移動してき

た）

A01とB01は、動画の中の古文のシーンから

当時を懐かしんだり、苦手意識を想起した。

【古文の授業の想起】

C01は、動画の中のシーンから、品詞毎に

チョークの色を変えたり、漢字を大きく書いた

り、書き順まで教えてくれたりした板書を想起

した。【板書の工夫の想起】

（18番のコメント

が4番のコメント

の返信だったの

で直後に移動し

てきた）

C01は、動画の中の板書のシーンから当時全

て手書きだったことを想起して懐かしんだ。そ

れに伴い、A01は、ノートへの転記が嫌だっ

たことを想起した。【手書きによる板書とノート

転記の想起】

（19番のコメント

が6番のコメント

の返信だったの

で直後に移動し

てきた）
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